
① 授業場所

４階コンピュータ教室で行います

② 授業形式

コンピュータ教室のＰＣを利用して座学（演習）、実技（実習）を行います。

演習・実習は、周囲と協力して取り組み、アウトプットを繰り返して理解を深めます。

③ 定期考査・単元テスト

定期考査は、前期期末と後期期末の年２回実施。

単元テストは単元終了ごとに、授業内で実施。内容に応じてＰＢＴ・ＣＢＴとなります。

④ 授業に必要なもの

教科書（高校情報Ⅰ Python）、副教材（高校情報Ⅰ Python 学習ノート）、筆記用具

（※ノート・ファイルは必要に応じて用意してください。タブレットは必要に応じて指示します。)

①評価の観点

②評価の方法
材料

観点

○ ○ ○
主体的に学習に
取り組む態度

情報と情報技術を適切に活用することを通して、法規や制度及びマナーを守ろうとする態度、情報
セキュリティを確保しようとする態度などの情報モラルを養い、これらを踏まえて情報と情報技術を
活用することで情報社会に主体的に参画する態度を養う。

定期
考査
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1 学習の目標

科目名 情報Ⅰ 履修

教科書 高校情報Ⅰ　Ｐｙｔｈｏｎ（実教出版） 副教材

その他

思考・判断・表現

知識・技能

2 学習の方法

・教科書や学習ノートをもとに、復習を繰り返して、内容を理解しましょう。
・情報の知識や技術は日々進歩するため、世の中に目を向けて、自主的に情報収集する姿勢を持ちましょう。
・授業での演習やグループワークでは、お互いに協力し合いながら活動することを期待します。

○

○

令和７年度　２年次生　学びのプラン
２単位

（２コマ）
履修年次 ２年次

必履修（共通） 開講 通年

高校情報Ⅰ Ｐｙｔｈｏｎ 学習ノート

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発
見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
（1）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め、技能を習得するとともに、情報
　　社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。
（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
　　する力を養う。
（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

教科名 情報
単位数

（コマ数）

評価方法

左記のうち、定期考査、単元テストを重視し、日々の学習成果も加
味して、達成度によってＡ・Ｂ・Cで評価する。
Ａ：十分満足できる　Ｂ：概ね満足できる　Ｃ：努力を要する

左記のうち、定期考査、テストを中心に、実習課題、グループワー
クの取り組み状況によってＡ・Ｂ・Cで評価する。
Ａ：十分満足できる　Ｂ：概ね満足できる　Ｃ：努力を要する

3 評価について

知識・技能
情報と情報技術についての知識と技能をもとに、それらを活用して問題を発見・解決する方法を身
につけようとしている。情報に関する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割や責任等について
理解している。

思考・判断・表現
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、さまざまな事象を情報とその結び付きの視点から捉
え、複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだすことができる。情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用することができる。

主体的に学習に取り
組む態度

左記のうち、実習課題、ワークシート、グループワークの取り組み
状況によってＡ・Ｂ・Cで評価する。
Ａ：十分満足できる　Ｂ：概ね満足できる　Ｃ：努力を要する

単元
テスト

実習
課題

ワーク
シート

グループ
ワーク

○ ○

○ ○ ○



デジタル情報の特徴を理解する。数値と文字の表現について理解する。演算の仕組みについて理解す
る。音・画像の表現について理解する。コンピュータの構成と動作、性能について理解する。

課題解決力

単元名

評価の観点 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

発信力 自己管理力

デジタル

単元の目標

情報社会

グループ学習、実習

5 単元の目標・評価

単元名

単元の目標
情報と情報社会について理解する。問題解決の考え方を理解する。法規と安全対策について理解する。
個人情報とその扱い方について理解する。知的財産権の概要と産業財産権について理解する。著作権に
ついて理解する。

活動形態
継続力

育成を目指す力

単元名

単元の目標
コミュニケーションとメディアについて理解する。情報デザインと表現の工夫について理解する。プレゼン
テーションについて理解する。Ｗｅｂページと情報デザインについて理解する。

評価規準

・情報の特徴、メディアの特性（記録・
表現・伝達）を理解しているか
・問題解決の考え方、基本的な手順、
ＰＤＣＡなどの問題解決の手法を理解
しているか
・情報セキュリティの意味、個人情報
保護法等の法規、情報漏洩とその対
策を理解しているか
・個人情報の定義、プライバシーの権
利、肖像権を理解しているか
・知的財産権の概要、著作権と伝達者
の権利の法規、著作権法の権利制限
規定を理解しているか

・データと情報の違いを理解し、事例を
あげて説明できるか
・問題解決の手順を具体的な例をあげ
て説明できるか
・ＰＤＣＡサイクルを具体例を挙げて説
明できるか
・個人情報の漏洩の例を説明できるか
・著作権と産業財産権における権利の
取得の違いを説明できるか
・保護対象や期間を説明できるか
・著作権法の権利制限規定の意義を
考え、討議できるか

・情報の定義、情報セキュリティに興
味・関心をもって取り組んでいるか
・法規による安全対策の重要性に興
味・関心をもって取り組んでいるか
・知的財産権の問題に関し、主体的・
意欲的に取り組んでいるか
・特許情報を検索する活動に積極的
に取り組んでいるか
・著作権侵害をしないような活動を計
画することができるか
・著作物の利用に関し，著作権を侵害
しないように取り組んでいるか

知識・技能

育成を目指す力

活動形態

行動・挑戦力 課題解決力 創造力

活動内容 ワークシートをもとに取り組む

活動内容
評価の観点

評価規準

・電子メール作成における作法を積極
的に身に付けようとしているか
・情報をわかりやすく伝達するために、
自ら改善しようとしているか
・自己評価や相互評価を行い、フィー
ドバックを行って改善しようとしている
か
・Ｗｅｂページの制作に意欲的に取り
組んでいるか
・閲覧数を増やすための方法を提案す
ることができるか

情報デザイン

行動・挑戦力

・伝播メディアや成果メディア、メディア
リテラシーの考え方や情報の信憑性を
理解しているか
・情報デザインの意味を理解している
か
・適切なプランニングシートを作成でき
るか
・Ｗｅｂページの特徴や作成方法、
HTMLタグやCSSセレクタの働きを理
解できるか

・コミュニケーションにおける同期・非
同期、直接・間接を適切に分類できる
か
・情報を適切にデザインするための方
法を説明できるか
・論理的に情報を伝えるための表現を
しようとしているか
・分かりやすいストーリーボードやスラ
イドを作成できるか
・Ｗｅｂサイトの情報構造を考え、適切
に設計できるか

創造力 発信力 自己管理力 継続力
グループ学習、実習
ワークシートをもとに取り組む

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

・アナログとデジタルの特徴や違い、
情報量およびその単位、アナログとデ
ジタルの相互変換の方法を理解して
いるか
・音や画像のデジタル化（標本化･量子
化･符号化）の仕組みを理解している
か
・加法混色、減法混色、解像度、階調
を理解しているか
・ハードウェアとソフトウェアの関係、Ｏ
Ｓの機能を理解しているか
・可逆圧縮と非可逆圧縮の違い、圧縮
の仕組みを理解し、説明できるか

・ビット数と表現できる情報の数の関
係を説明できるか
・2、10、16進数を用いて、目的に応じ
て適切に表現できるか
・文字と文字コードの関係を理解し、そ
れらを適切に変換できるか
・標本化周期や標本化周波数を音質
とデータ量に関連付けて説明できるか
・画像のデジタル化（標本化･量子化･
符号化）を説明できるか
・圧縮の仕組みを理解し、説明できる
か

・音のデジタル化の学習、音質とデー
タ量の関係を調べる実験に興味・関心
をもって取り組んでいるか
・標本化定理の学習に興味・関心を
もって取り組んでいるか
・加法混色の仕組みに興味・関心を
もって取り組んでいるか
・解像度や階調を変える実験に興味・
関心をもって取り組んでいるか
・ハードウェアとソフトウェアの学習に
興味・関心をもって取り組んでいるか
・拡張子の識別、圧縮の仕組みの学
習に興味・関心を示しているか

育成を目指す力
活動形態 グループ学習、実習

行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

活動内容 ワークシートをもとに取り組む



単元名

活動形態

プログラミング

年間計画

単元名 ネットワーク

問題解決

単元名
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単元の目標
ネットワークとプロトコルについて理解する。インターネットの仕組みについて理解する。Ｗｅｂページの閲覧
とメールの送受信について理解する。情報システムとそれを支えるデータベース、データベースの仕組み
について理解する。個人による安全対策、安全のための情報技術について理解する。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力
グループ学習、実習

活動内容 ワークシートをもとに取り組む
評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

・LANとWAN、集中処理と分散処理の
違いを理解し、説明できるか
・ｸﾗｲｱﾝﾄとｻｰﾊﾞの関係を理解してい
るか
・IPv4やIPv6の表記について理解し、
2･10･16進数で表現できるか
・ﾄﾞﾒｲﾝ名の管理の仕組みを理解して
いるか
・ﾙｰﾀの役割を理解しているか
・不正ｱｸｾｽ行為、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ等の有害
情報への対処方法を理解しているか
・偶数ﾊﾟﾘﾃｨと奇数ﾊﾟﾘﾃｨの違い、共通
鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違い
を理解しているか
・デジタル署名の仕組みを理解してい
るか

・ネットワークにおける処理の仕組み
について、適切に説明できるか
・IPv4やIPv6の表記を理解し、2･10･16
進数で表現できるか
・Webﾍﾟｰｼﾞ、電子ﾒｰﾙの仕組み、身の
回りの情報ｼｽﾃﾑの機能を説明できる
か
・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの重要性やｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｲﾙｽを
正確にまとめ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｲﾙｽに感染し
た時の適切な対処法を判断できるか
・ｳｲﾙｽ対策等の情報セキュリティに、
関心を持っているかﾌｧｲｱｳｫｰﾙ、電子
すかしの技術を説明できるか
・ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄに1か0のどちらの値を設定
したらよいかを判断できるか

・身近なｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑについて興味・
関心を持っているか
・pingｺﾏﾝﾄﾞを使った実習に意欲的に取
り組んでいるか
・Webﾍﾟｰｼﾞの仕組みの学習に興味・関
心を示しているか
・電子ﾒｰﾙの仕組みの学習に興味・関
心を示しているか
・身の回りの情報ｼｽﾃﾑについて興味・
関心を示しているか
・ｵｰﾌﾟﾝデータをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして分析する
実習に意欲的に取り組んでいる。
・ﾘﾚｰｼｮﾅﾙデータﾍﾞｰｽの学習に意欲
的に取り組んでいる。
・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの重要性について関心を
持っているか

単元の目標
データの収集と整理について理解する。ソフトウェアを利用したデータの処理について理解する。統計量と
データの尺度について理解する。時系列分析と回帰分析について理解する。モデル化とシミュレーションに
ついて理解する。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力
活動形態 グループ学習、実習
活動内容 ワークシートをもとに取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

・ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀにはCSVなど様々な形式
があることを理解しているか
・表計算ソフトウェアの関数を理解し、
関数を使って目的の量、統計量を計
算できるか
・ｸﾞﾗﾌ作成機能を使って、適切なｸﾞﾗﾌ
表示、データの抽出ができるか
・ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑや箱ひげ図によるデータの
分析方法を理解しているか
・最小二乗法について、その原理を理
解しているか

・画像認識の実例を説明できるか
・必要な情報を得るための適切なｸﾞﾗﾌ
を選択できるか
・主な基本統計量を説明できるか
・量的データと質的データの違い、身
近な数値データを尺度水準で分類し、
特徴を説明できるか
・移動平均についてその方法を説明で
きるか
・回帰分析や相関係数を説明できるか

・ﾃｷｽﾄﾏｲﾆﾝｸﾞや画像認識に興味・関
心をもっているか
・収集したデータを結合して、新たな表
を作成しようとしているか
・ﾓﾃﾞﾙの分類に関し、身のまわりの具
体的な事例で説明しようとしているか
・最小二乗法の学習に興味・関心を示
しているか

単元の目標
アルゴリズムとプログラムについて理解する。プログラミングの基本を理解する。配列について理解する。
関数について理解する。検索プログラムについて理解する。配列のプログラムについて理解する。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力
活動形態 実習
活動内容 Google Colaboratory を用いてプログラミングを行う

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

・ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの基本とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの意味を
理解できるか
・簡単な基本構造のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解し、
作成できるか
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにおける変数の役割につい
て理解しているか
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成上の基本ルールについ
て理解しているか
・関数の概念、関数の種類、関数の定
義と呼び出す方法について理解してい
るか
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数とﾛｰｶﾙ変数について理
解しているか

・ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを文章やﾌﾛｰﾁｬｰﾄなどの
図で表現できるか
・構文ｴﾗｰ、実行時ｴﾗｰ、論理ｴﾗｰの
違い、基本ﾙｰﾙを守らない場合に生じ
るｴﾗｰを説明できるか
・様々な演算子の機能について説明で
きるか
・配列の利用により、効率のよいﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑを考え、作成できるか
・下限値、上限値、中央値、探索値の
関係を正しくとらえることができるか
・作成したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが正しいかどうかを
考察することができるか

・基本構造のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成を意欲的
に取り組んでいるか
・探索ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成に意欲的に取り
組んでいるか
・整列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成に意欲的に取り
組んでいるか



学
期

考
査

オリエンテーション

第１章 01 情報と情報社会

情報社会 02 問題解決の考え方

03 法規による安全対策

04 個人情報とその扱い

05 知的財産権の概要と

産業財産権

06 著作権

第３章 10 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報の特徴

デジタル 11 数値と文字の表現

12 演算の仕組み

15 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの構成と動作

16 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの性能

ＡＤ ﾃﾞｰﾀの圧縮と効率化

第４章 17 ﾈｯﾄﾜｰｸとﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ネットワーク 18 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの仕組み

19 Ｗｅｂﾍﾟｰｼﾞの閲覧とﾒｰﾙ送信

20 情報ｼｽﾃﾑ

21 情報ｼｽﾃﾑを支えるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

22 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの仕組み

23 個人による安全対策

第２章 07 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとﾒﾃﾞｨｱ

情報デザイン 08 情報ﾃﾞｻﾞｲﾝと表現の工夫

09 Ｗｅｂﾍﾟｰｼﾞと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ

第５章 25 ﾃﾞｰﾀの収集と整理
問題解決 26 ｿﾌﾄｳｪｱを利用したﾃﾞｰﾀの処理

27 統計量とﾃﾞｰﾀの尺度
ＡＤ データの分布と検定の考え方
28 時系列分析と回帰分析
ＡＤ 区間推定とクロス集計

29 ﾓﾃﾞﾙ化とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
ＡＤ 確定的･確率的ﾓﾃﾞﾙのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

第６章 30 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
プログラミング 31 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基本

32 配列
33 関数

34 探索のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
35 整列のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ＡＤ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ＡＤ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの設計手法
ＡＤ ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用
ＡＤ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる動的ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
ＡＤ 計測・制御とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

□ICTを活用した問題解決□ﾃﾞｰﾀの収
集□ﾃﾞｰﾀの結合□ﾃﾞｰﾀの処理□関数
の利用□ｸﾞﾗﾌの利用□並べ替えと抽
出□おもな統計量□度数分布表と箱
ひげ図□分散と標準偏差□尺度水準
□時系列分析□回帰分析□ﾓﾃﾞﾙ化と
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ□確定的ﾓﾃﾞﾙ□確率的モ
デル

□ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ□ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
言語□ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの処理の流れ□ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞの流れ□さまざまなｴﾗｰ□ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞの準備□ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの基本構造□ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ作成上の基本ﾙｰﾙ□演算子□変
数□ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に組み込まれた
機能の利用□配列□関数□関数の定
義と呼び出す方法□変数の有効範囲
□線形探索□二分探索□探索回数の
比較□交換法による整列□選択法に
よる整列□整列における比較回数と
交換回数

16

後
期
期
末
考
査

18

項目

□アンケート　□情報の特性　□ﾒﾃﾞｨｱ
とその特性　□情報社会と超ｽﾏｰﾄ社
会　□問題解決の遂行　□表現と伝
達　□情報ｾｷｭﾘﾃｨ　□法規による安
全対策　□個人情報　□ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ　□
要配慮個人情報　□知的・産業財産
権　□著作権法　□著作物　□著作
者･伝達者の権利　□著作権の例外
規定　□著作物の利用

□ｱﾅﾛｸﾞとﾃﾞｼﾞﾀﾙ　□ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾃﾞｼﾞﾀ
ﾙ表現　□情報量とその単位　□数
値･文字の表現　□数値の計算　□音
のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化　□標本化周波数と量子
化の段階数　□画像　□解像度　□階
調　□画像のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化　□ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの
構成･動作　□ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの処理速度
□CPUの処理能力

□情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの進展　□LANと
WAN　□ﾌﾟﾛﾄｺﾙ　□ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾌﾟﾛﾄｺ
ﾙ　□IPｱﾄﾞﾚｽ　□ﾄﾞﾒｲﾝ名とﾎｽﾄ名　□
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでのﾃﾞｰﾀ通信Webﾍﾟｰｼﾞ閲覧
の仕組み　□ﾒｰﾙの送受信の仕組み
□POSｼｽﾃﾑ　□電子商取引ｼｽﾃﾑ
□ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとその役割　□情報ｾｷｭﾘ
ﾃｨ　□ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ管理　□ﾏﾙｳｪｱ対策と
その対応　□不正ｱｸｾｽへの対策　□
有害情報への対処　□電子すかし　□
誤り検出符号　□暗号化　□ﾃﾞｼﾞﾀﾙ署
名

単元

9

□ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ　□ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの形態
の分類　□ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手段の特徴
□ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとﾒﾃﾞｨｱ　□ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗ
ｼｰ　□情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ　□視覚的な表現
の工夫　□Ｗｅｂﾍﾟｰｼﾞの特徴　□Ｗｅｂ
ﾍﾟｰｼﾞの公開　□Ｗｅｂサイトの設計
□Ｗｅｂﾍﾟｰｼﾞの構成　□HTMLの基礎
□Ｗｅｂﾍﾟｰｼﾞの作成　□CSSの活用

9

前
期
期
末
考
査

予定
時数
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10

9

10

2

3

前
期

4

5

6

年間計画

月
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1

7

8

後
期
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